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　私は、高校の体育教師になって30年になります。30年前の生徒と今の生徒を比
べると、生活の面でも行動の面でも、かなり違ってきています。どこが違ってい
るかと言うと、生活の面では食事です。好きなものは食べるが嫌いなものは食べ
ない生徒が増えてきました。好きなものだけ食べるでは、栄養のバランスが悪く
なり、病気や怪我に繋がっていきます。身体的バランスが崩れれば、精神的バラ
ンスも悪くなり、状況判断が鈍くなり、日常の生活での行動にもミスが多くなり
ます。バランスのとれた食事は、自己管理の基本なのです。行動の面でも食事と
同じ様な事が見受けられます。 
　私は、放課後、クラブ活動でサッカーを指導していますが、ゲームだと楽しん
でするのですが、トレーニング（ランニング・フィジカルトレーニング）になる
と、楽しくできない選手が多くなってきています。「眠いから寝る」｢食べたく
ないから食べない」など､まるでわがままな子供の様な選手が多くなっています。
この様な選手を減らしていくためには、選手（生徒）の自立が大きな課題である
と思います。言われた事を言われた時だけ実行するのではなく、自らが周りの状
況を把握し、今自分が何をしなければならないかを常に意識していなければなら
ないのです。常に意識をもつ事で、何事に対しても自発的に取り組める様になり、
習慣として身に付いていき選手としても人間としても自立する事ができるのです。 
　サッカーは、常に流動的な競技であり、一瞬の判断と決断のスポーツです。 
しかし、自立していなければ指示通りにはできても、自発的に判断し実践する事
はできないのです。残念ながら、ゲームの流れを読んで状況に応じて、自分達か
らアイデアを出す能力は、まだまだ低いと言わざるを得ないです。 
　また、自己管理やリーダーシップも重要です。日本は、小さい頃から常に大人
のプロテクトの中にいて、子供の社会の中で、子供同士で解決すべき事を大人が
奪ってしまっているのです。そのため、子供は、大人の言うとおりに行動し、自
分で考える事をしない習慣が身についてしまっているのです。自発的な行動力が
低下し、自己管理のできないリーダーシップの取れない子供を多くしてしまって
いるのです。こう考えると、子供たちにとって、大人の役割は大きいのです。 
　では、大人はどうあるべきなのでしょうか。最近、子供達の行動に対して、見
て見ぬふりをする大人が多くなってきています。ややこしい事には係わりたくな
いのです。家庭内でも親子の間で同じ事が見られます。親子のコミュニケーショ
ンが少なく、子供の機嫌をとろうと、お世辞を言ったり、お金さえ与えていれば
いいと言う様なほったらかしの親が多いのです。そのため、子供が我慢する事を
しようとしないのです。勿論、過剰な係りは自立の妨げになりますが、親子のコ
ミュニケーションと躾は、大切なのです。また、大人が正しい行動を見本として
子供達に示す事は、当たり前です。子供達の見本となる様に私達大人は、常に意
識していなければなりません。 
　関西学院も小学校ができます。関西学院教育の土台が小学校からとなり、キリ
スト教教育の土台ともなります。16年間の関西学院での学びの中で、バランスの
とれた人間を育成することが、我々の使命だと思います。高等部のためにだけで
なく、関西学院のキリスト教教育のために残りの人生をかけて最善を尽くしてい
きたいと思います。 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高等部教諭）
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